
名 船 発 掘 く,気船〉

く主要目》木造外輪客船、弘明商会運航 (のち開拓

債所属)、209総 トン、長455m、 幅6,m、 主機 ス

テーム ・エンジン、出力40馬力 (数字は通信省の「船

名録』による)、 870年 横須賀製鉄所で竣エ

明

青

絵

函

の

航路のノイオエアとなった文明開イし

花形

黎
明
期

の
横
須
賀
海
軍

工
廠
で
誕
生

明
治
初
期
に
量
産
さ
れ
た
文
明
開
化
給
に
は
、
汽

船
の
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
汽
船
は
文
明
開

化
の
象
徴
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
か
で
も
印
象
的
な
の
は
、
東
京
の
築
地
ホ
テ
ル

館
を
背
景
に
し
た
こ
本
マ
ス
ト
の
外
輪
汽
船
の
絵
で

あ
る
。
稚
拙
な
が
ら
描
写
は
詳
細
で
、
よ
く
見
る
と
、

外
輪
カ
バ
ー
に

「弘
明
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
船
が
、
今
回
の
テ
ー
マ
の

「弘
明
丸
」
↑
」

う
め
い
ま
る
）
で
あ
る
。
同
船
の
場
合
、
明
治
初
期

の
船
に
し
て
は
、珍
し
く
記
録
が
多
く
残
っ
て
お
り
、

船
歴
を
た
ど
る
の
は
さ
ほ
ど
む
ず
か
し
く
な
い
。

同
船
は
最
初
、
「横
浜
丸
」
と
称
し
た
。
建
造
所

は
、
黎
明
期
の
横
須
賀
海
軍
工
廠

（当
時
は
横
須
賀

製
鉄
所
）
で
あ
る
。

造
船
協
会
の

『日
本
近
世
造
船
史
』
二

九

一
一

年
刊
）
に
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

「慶
応
二
年
に
至
り
、
官
舎
及
工
場
の
一
部
竣
工
せ

し
を
以
て
、
同
年
七
月
、
横
浜
丸
及
び
横
浜

・
横
須

賀
間
の
通
船
第

一
号
及
第
二
号
十
馬
力
船
の
船
体
、

都
合
三
隻
の
工
事
に
着
手
せ
り
。
是
れ
本
工
廠
に
か

け
る
新
造
船
の
晴
矢
と
す
。」

進
水
し
た
の
は
、
逓
信
省
の

『船
名
録
』
で
は

一

八
六
八

（明
治
元
）
年
四
月
、
横
須
賀
海
軍
工
願
の

史
料
で
は
一
八
六
九
年

（明
治
二
）
十
月
と
な
っ
て

い
る
が
、
前
後
関
係
か
ら
み
て
、
横
須
賀
側
の
記
録

明治初期の文明開化絵に描かれた 「弘明九」



が
正
し
い
よ
う
だ
。

駿
工
は

一
八
七
〇

（明
治
三
）
年
六
月
。
竣
工
後

は
、
か
ね
て
か
ら
の
契
約
に
よ
り
、
横
浜
の
商
人
鈴

木
保
兵
衛
ほ
か
二
人
に
売
却
さ
れ
た
。

保
兵
衛
ら
は
横
浜
に
弘
明
商
会
を
設
立
。
同
船
を

当
商
会
の
所
属
と
し

「弘
明
丸
」
と
改
名
し
た
。
つ

ま
り
こ
の
船
は
、
「横
浜
丸
」
の
船
名
で
商
業
航
海

に
就
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
わ
け
だ
。

「
稲
川
丸
」
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
デ
ビ

ュ
ー

竣
工
の
翌
月
、
「弘
明
丸
」
は
横
浜
と
東
京
を
結

ぶ
フ
ェ
リ
ー
航
路
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
便
数
は

一
日

一
便
。
発
着
所
は
、
横
浜
側
が
海
辺
通
り
の
渡
船
場

（後
述
の

「稲
川
丸
」
の
発
着
所
の
隣
り
）
、
東
京

側
は
築
地
居
留
地
で
あ
る
。
同
船
の
開
化
絵
の
背
景

に
、
築
地
ホ
テ
ル
館
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
築
地

が
発
着
所
だ
っ
た
こ
と
に
も
関
係
が
あ
ろ
う
。

「稲
川
丸
」
の
回

（第

一
〇
九
号
）
で
述
べ
た
よ
う

に
、
こ
の
時
期
、
横
浜
～
東
京
間
に
は
す
で
に
先
発

の
フ
ェ
リ
ー
が
定

っ
て
い
た
。
岸
田
吟
香
ら
が
運
航

す
る
ス
ク
リ
ュ
ー
汽
船

「稲
川
丸
」
と
、
横
浜
居
留

地
の
米
国
人
が
営
業
す
る
外
輪
汽
怖

「
シ
テ
ィ

・
オ

ブ

・
エ
ド
」
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
「弘
明
丸
」

の
参
入
に
よ
り
、
三
隻
の
フ
ェ
リ
ー
が
同
じ
航
路
で

競
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
競
合
関

係
は

一
週
間
と
は
続
か
な
か
っ
た
。

一
弘
明
丸
」
が
就
航
し
て
わ
ず
か
四
日
後
の
七
月
二

日

（陽
暦
八
月

一
日
）
、
「
シ
テ
ィ
・
オ
ブ

・
エ
ド
」

が
、
築
地
の
沖
で
ボ
イ
ラ
ー
の
爆
発
を
起
こ
し
て
沈

没
し
た
の
で
あ
る
。
出
港
直
後
の
事
故
で
あ
っ
た
こ

と
、
百
人
を
こ
え
る
死
傷
者
を
出
し
た
こ
と
な
ど
、

「柄
川
丸
」
の
回
で
紹
介
し
た
。

明
治
初
年
の
米
国
系
客
船
の
事
故
と
し
て
は
、
こ

の
ほ
か
、
二
年
後
の
一
八
七
二

（明
治
五
）
年
八
月

に
、
太
平
洋
航
路
客
船
の

「
ア
メ
リ
カ
」
が
横
浜
港

で
炎
上
沈
没
し
、
六
十
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
二
件
の
海
難
は
、
明
治
期
の
日
本
海
域
の
客
船

事
故
と
し
て
は
、
か
な
り
大
き
な
も
の
だ
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て

「弘
明
丸
」
の
有
力

な
ラ
イ
バ
ル
は
、
「稲
川
丸
」
だ
け
と
な

っ
た

（ほ

か
に
も
競
合
船
が
若
干
あ

っ
た
）。
が
、
こ
の
競
合

サ
ー
ビ
ス
も
、　
一
八
七
二
年
七
月
の
新
橋
～
横
浜
関

の
鉄
道
開
通
に
と
も
な
い
消
滅
し
た
。

両
船
は
そ
の
後
、
似
た
運
命
を
た
ど
る
。

二
隻
と
も
、
鉄
道
開
通
の
年
の
五
月
に
北
海
道
の

開
拓
使

（北
海
道
庁
の
前
身
）
へ
身
売
り
し
、
ラ
イ

バ
ル
船
で
は
な
く
、
ラ
ン
エ
ン
グ
メ
ー
ト
と
し
て
北

海
道
海
域
で
活
躍
す
る
の
で
あ
る
。

青
函
航
路

の
第

一
船

と
な
る

一
人
七
三

（明
治
六
）
年
二
月
、
開
拓
使
は
、
北

海
道
～
本
州
間
の
基
幹
ル
ー
ト
と
し
て
、
函
館
を
起

点
に
青
森
と
安
渡

（現
む
つ
市
）
へ
向
か
う
航
路
を

開
設
し
、
「弘
明
丸
」
を
投
入
し
た
。
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
は
次
の
と
お
り
で
、
各
便
と
も
、
出
港
は
朝
、
入

港
は
夕
方
で
あ
っ
た
。

函
館
発

（二
の
日
）
～
青
森
発

（四
の
日
）
～
函

館
発

（六
の
日
）
～
安
渡
発

（九
の
日
）

こ
れ
が
青
函
定
期
航
路
の
晴
矢
で
あ
る
。
多
く
の

青
函
航
路
史
書
は
す
べ
て
、
こ
の
史
実
を
詳
し
く
紹

介
し
て
い
る
が
、
「
弘
明
丸
」
の
興
味
あ
る
前
歴
に

つ
い
て
触
れ
た
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。

翌
七
四

（明
治
七
）
年
九
月
、
こ
の
航
路
は
函
館

～
青
森
間
に

一
本
化
さ
れ
、
「弘
明
丸
」
と

「稲
川

丸
」
の
二
隻
に
よ
る
隔
日

一
便
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
翌
年
の
二
月
に
は
、
「弘
明
丸
」
の
ラ

ン
エ
ン
グ
メ
ー
ト
が
、
「稲
川
九
」
か
ら

「矯
竜
丸
」

（き
ょ
う
り
ゅ
う
ま
る
）
に
変
わ
っ
て
い
る
。

以
後
、
航
路
の
変
動
は
あ
っ
た
が
、
開
拓
使
が
廃

止
さ
れ
る

一
八
八
二

（明
治
十
五
）
年
ま
で
、
「
弘

明
丸
」
は
北
海
道
海
域
で
稼
働
し
た
。
こ
の
間
、　
一

八
七
九

（明
治
十
二
）
年
に
は
、
青
函
航
路
は
、
開

拓
使
か
ら
三
菱
会
社
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
「弘
明
丸
」
は
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ

た
。
『船
名
録
に
で
追

っ
て
い
く
と

一
八
九
〇

（明

治
二
十
二
）
年
版
ま
で
は
、
船
主
が
宮
崎
二
郎

（束

京
）
と
あ
り
、
翌
年
版
か
ら
船
主
が
近
藤
草
藤

（大

阪
）、
船
名
が

「豊
川
丸
」
と
変
わ
る
。
そ
し
て
、

一
人
九
五

（明
治
二
十
八
）
年
版
の

『船
名
録
』
か

ら
、
そ
の
船
名
も
消
え
て
い
る
。

（
山
田
　
廼
生
）
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